
 

Q&A
Cisco Unified CallManager ライセンス価格モデル
Q. Cisco® Unified CallManager ライセンス価格モデルはどのよ うに変わったのですか。 また、 その理由は何ですか。

A. シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン製品シ リーズの発表と と もに、Cisco Unified CallManager バージ ョ ン 5.0 以降で採

用されたデバイス  ラ イセンスのアプローチは、 市場の傾向と需要を反映しています。 ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン  システム

は、 音声、 ビデオ、 Web コ ラボレーシ ョ ンなど、 さまざまなサービスのニーズに対応するよ うになってきています。 同様に、

複雑な通信環境の中心である呼処理機能も、年ごとに変更されています。呼処理に対応したインテ リジェンスのほとんどは、現

在、 呼制御ソ リ ューシ ョ ンのソフ ト ウェア コンポーネン トに組み込まれています。 研究開発、 起業家的な試み、 および技術革

新なども、 ソフ ト ウェア側に移行しつつあ り ます。 創造的なエネルギーがソフ ト ウェアに費やされるよ うになったこ とで、 ラ

イセンス価格のモデルはデバイス  ラ イセンスへと論理的に発展してきました。

デバイス  ライセンスは、 シスコシステムズにとって新しい概念というわけではあ り ません。 Cisco Unified CallManager 5.0 のリ

リースによ り、既存のライセンス  プログラムは時代の変化に対応するよ うに変更されました。 Cisco Unified CallManager のデバ

イス  ラ イセンスは、 これまで通り電話機の価格とは別設定ですが、 Cisco Unified CallManager バージ ョ ン  5.0 以降でデバイス  ラ
イセンスの価格が値上げされています。 ただしライセンス価格の値上げは、 エンドポイン ト （Cisco Unified IP Phone） の値下げ

によって相殺されるため、 お客様がデバイス  ラ イセンスおよび対応する  IP フォンに支払う合計金額は、 以前の Cisco Unified
CallManager の価格モデルの場合と同じになり ます。

Q. Cisco Unified CallManager 5.0 ライセンスは、 業界の動向にどのよ うに対応していますか。

A. 従来、 PBX （構内交換機） のベンダーは、 デバイスが PBX に接続された単なる端末にすぎないにもかかわらず、 電話機に

対して高いマージンを設定してきました。 ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンという新たな分野では、 電話機とその他のさまざ

まなデバイスは、 音声の呼処理と組み合わせるこ とで、 統合ソ リ ューシ ョ ンを形成するク ライアン ト と して機能し、 組織の進

化するニーズに対応します。 Session Initiation Protocol （SIP） などの機能と組み合わせれば、 企業はネッ ト ワーク上の多数のイ

ンテ リジェン ト  デバイスを自由に使用でき、従業員のさまざまなニーズを満たすこ とができます。 コ ミ ュニケーシ ョ ン  ネッ ト

ワークの価値は、 今ではインテ リジェン ト な呼処理が提供する、 プレゼンス、 Web コラボレーシ ョ ン、 ビデオ、 ロケーシ ョ ン

などの生産性に関する機能に拡がっています。

業界のベンダーは、 サードパーティ製のデバイス との統合を実現しつつ、 競合他社との差別化のためによ り優れた呼処理を必

要と しています。 業界のリーダーは、 ネッ ト ワーク  コンポーネン トの価格モデルがお客様の環境でのそのコンポーネン トの相

対的価値を反映していなければ、 技術革新への投資を続行するこ とができません。 呼処理アプリ ケーシ ョ ンを利用した生産性

の機能が強化されていくにつれ、 業界はその機能および技術革新に相応のライセンス料を追求するよ うにな り ます。

Q. Cisco Unified CallManager 5.0 の価格は、 これまでの価格設定と比べてどのよ うになっていますか。

A. Cisco Unified CallManager の価格モデルは、デバイス  ライセンスに重点を置く よ うに変更されています。ただし、お客様向

けの価格については、 デバイスのコス ト を引き下げるこ とでライセンスの値上げ分が相殺されています。

以前のモデルでは、 ライセンス と電話機の総額のうち、 平均約 77 パーセン トがデバイスのコス トでした。新しい価格モデルで

は、 デバイスの占める割合は全体の平均 69 パーセン トになっています。 つま り、平均 8 パーセン ト分がエンドポイン トからラ

イセンスへ移行されたこ とになり ます。 デバイス と ライセンスを組み合わせた総額は、 これまでと変わり ません。

ノード とパブリ ッシャ、 サブスク ライバ、 Music-on-Hold （MoH; 保留音） サーバなど、 Cisco Unified CallManager に関連するす

べてのサーバは個別のライセンスが必要です。 ライセンス  ファ イルは、 パブリ ッシャにロード して ください。
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Q. ユーザの所有するデバイスが増えてきた場合、 デバイスベースではなくユーザベースのライセンスが採用される可能性は

あ り ますか。

A. Sage Research の最近の調査による と、複数のコ ミ ュニケーシ ョ ン  デバイスを所有する知識労働者の数は増加しており、卓

上電話、 デュアルモード携帯電話、 ソフ ト  フォンなど、 1 ユーザあたり平均 6.4 台のデバイスを使用しています。 シスコでは、

今後も市場のニーズに合わせてライセンス  ポ リシーを更新していきます。 現在の価格モデルが、 お客様の環境における呼処理

の技術革新と価値を反映しているのと同様に、 シスコでも価格モデルについての検討を継続し、 デバイスの独立性およびユー

ザの柔軟性へのニーズの高ま りに対応していきます。

Q. シスコのライセンス  プログラムにおけるユニッ トの割り当ては、 デバイス間で一貫していますか。

A. シスコ製デバイス とサードパーティ製デバイスにはデバイス  ライセンスが必要ですが、サードパーティ製デバイスはシス

コ製デバイスへと交換するこ とが可能です。 デバイス  ライセンスは、 デバイス  ライセンス  ユニッ ト単位で販売されています。

デバイス  ラ イセンス  ユニッ トは、 Cisco Unified CallManager 5.0 に接続されている各デバイスに割り当てられます。 各デバイス

には、 デバイスのタイプと機能に基づいてユニッ ト数が割り当てられています。 表 1 に示すよ うに、 よ り複雑でハイエンドな

機能を備えたデバイスには、 基本的な機能のデバイスよ り も多くのユニッ ト数が割り当てられます。

表 1 IP コ ミ ュニケーシ ョ ン エンドポイン ト  デバイスのデバイス ライセンス ユニッ ト数

エンドポイン ト  デバイス ユニッ ト数

Cisco Unified IP Phone 7902G 1

Cisco Unified IP Phone 7905G 2

Cisco Unified IP Phone 7911G 3

Cisco Unified IP Phone 7912G 3

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 （バッテリなし） 4

Cisco Unified IP Conference Station 7936 3

Cisco Unified IP Phone 7940G 4

Cisco Unified IP Phone 7941G 4

Cisco Unified IP Phone 7941G-GE 4

Cisco Unified IP Phone 7960G 4

Cisco Unified IP Phone 7961G 4

Cisco Unified IP Phone 7961G-GE 4

Cisco Unified IP Phone 7970G 5

Cisco Unified IP Phone 7971G 5

Cisco Unified IP Phone 7985G 6

サードパーティ製 SIP デバイス （基本） 3 （サードパーテ ィ）

サードパーテ ィ製 SIP デバイス （拡張） 6 （サードパーテ ィ）
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Q. サードパーティ製の SIP フォンおよびアプリ ケーシ ョ ンが、 企業内で使用できるよ う低価格になってきている一方で、 シ

スコではデバイス  ラ イセンス とデバイス自体の両方が有料なのはなぜですか。

A. シスコでは、 デバイス と、 シスコの呼制御に代表される関連価値の両方と も有料と しています。 シスコの電話機とサード

パーティ  ベンダーの電話機のデバイス  ラ イセンスは、 それぞれ独立した永久ラ イセンスです。 シスコ製デバイスは、 堅牢な

フ ィーチャ  セッ ト をサポート しており、 SIP と  Skinny Client Control Protocol （SCCP） の両方をサポートするこ とで、 企業の生

産性を向上させるための強力なツールと して機能します （図 1）。 シスコ製デバイスは高度なフ ィーチャ  セッ ト をサポート して

いるため、 限られたフ ィーチャ  セッ トのサードパーティ製 SIP デバイスよ り も、 長期的には高い ROI （投資回収率） が期待で

きます。 サードパーティ製デバイスは、 フ ィーチャセッ トが限られているにもかかわらず、 他のユーザのハイエンド  デバイス

を補完するために、 ネッ ト ワーク内の特定のユーザに適切なオプシ ョ ンを提供する場合があ り ます。

図 1 シスコ製 SIP デバイスとシスコ製 SCCP デバイスの類似機能の同等性 （市場の他の SIP デバイスと比較した場合）

Q. シスコの価格決定は、 ハイブリ ッ ド  ソ リ ューシ ョ ンを提供する競合他社と比べてどのよ うになっていますか。

A. 総所有コス トは、 シスコ  ソ リ ューシ ョ ンの方が低くな り ます。 ネイティブ SIP の実装によ り、 シスコの呼制御は、 他のベ

ンダーが提供するハイブ リ ッ ド  ソ リ ューシ ョ ンに比べてコス ト を確実に削減できます。 ハイブ リ ッ ド実装モデルの場合、 SIP
プロキシ サーバを追加するコス トが発生するため、 管理が複雑になり、 補助サーバの初期コス ト と保守コス トの両方において

所有コス トが増加します。Cisco Unified CallManager 5.0 ではネイティブ SIP の実装によ り、機能の相互運用が容易になり、 ク ラ

スタごとにサーバを追加する必要もあ り ません （図 2）。

図 2 Cisco Unified CallManager 5.0 のネイティブ SIP モデル（補助サーバを使用したハイブリ ッ ド  SIP モデルと比較した場合）
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Q. 固定デバイス  ライセンスではなく可変デバイス  ライセンスを使用する理由は何ですか。

A. シスコのデバイス  ライセンスは、デバイスの機能に従って価格が設定されます。基本的なサービスを提供する基本デバイ

スは、 高度なサービスを提供する拡張デバイスに比べて低価格になっています。 競合するソ リ ューシ ョ ンでは、 デバイスの機

能とは関係なく定額のデバイス料金を課しているものもあ り ます。 ほとんどのお客様が、 さまざまなデバイスを組み合わせて

使用しています。 たとえば、 共用領域には基本的な電話機を配置し、 CEO 用には色付きの電話機を配置するなどです。 このよ

うに混在した環境では、ライセンスが固定か可変かに関わらず、お客様がデバイス  ライセンスに対して支払う金額は同じです。

しかし、多数のハイエンド  デバイスまたはローエンド  デバイスを購入するお客様の場合、いずれかのソ リ ューシ ョ ンを利用す

るこ とでも う一方を利用するよ り利益を得るこ とになり ます （つま り、 よ り多くのローエンド  デバイスを利用するお客様は可

変のデバイス  ラ イセンスによって利益を得、よ り多くのハイエンド  デバイスを利用するお客様は固定のライセンスによって利

益を得ます）。 ただし、 ほとんどの組織では、 さまざまなエンドポイン ト を組み合わせて実装するため、 ライセンスが固定か可

変かは問題ではあ り ません。

Q. シスコがこの時点でライセンス  モデルを変更する理由は何ですか。

A. シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン ファ ミ リーのリ リースによ り、 柔軟性、 パフォーマンス、 および汎用性に対す

るお客様のニーズは、 SIP 対応デバイスによって満たされるよ うになってきました。業界がこの新しい段階に入るにつれて、価

格決定モデルにもその傾向が反映されています。 シスコは、 このよ うなライセンス  アプローチを採用するこ とによ り、 応答性

の高い製品、 プログラム、 および価格決定を通して、 価値と技術革新をお客様に提供し続けます。

関連情報

Cisco Unified CallManager の詳細については、 http://www.cisco.com/jp/product/hs/iptel/callmgr/ をご覧ください。
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